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か
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
四
年
間
、
わ

が
大
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室
よ
り
佛
教
学
会
会

報
を
刊
行
し
た
こ
と
が
あ
る
。
学
問
に
対
す
る

情
熱
を
燃
や
し
な
が
ら
も
、
よ
ぎ
な
く
第
八
号

を
も
っ
て
休
刊
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
か
ね
て
か
ら
、
そ
の
時
の
編
集
に
あ
た

っ
た
先
生
方
及
び
諸
先
輩
の
話
に
耳
を
傾
け
、

で
き
る
こ
と
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で
再
び
学

術
雑
誌
を
刊
行
し
た
い
と
い
う
願
望
を
抱
き
続

け
て
き
た
。
そ
の
わ
れ
わ
れ
の
念
願
が
、
諸
先

生
及
び
学
生
諸
君
の
強
い
要
請
と
相
ま
っ
て
、

此
度
や
っ
と
実
現
さ
れ
、
こ
こ
に
創
刊
号
を
世

に
出
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
誌
は
佛
教
の
専
門
学
者
の
み
を
対
象
と
し

た
雑
誌
で
は
な
い
。
読
者
と
し
て
、
佛
教
に
関
心

を
抱
き
佛
教
へ
の
正
し
い
理
解
を
求
め
て
い
る

人
を
ｌ
佛
教
学
専
攻
の
学
生
か
ら
入
門
者
ま
で

ｌ
を
も
広
く
歓
迎
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の

内
容
は
、
学
術
雑
誌
と
は
い
う
も
の
＆
、
必
ず

し
も
高
度
の
研
究
論
文
だ
け
に
限
ら
ず
、
学
界

の
一
三
－
ス
、
書
評
な
ど
を
も
重
視
し
な
が
ら

編
集
後
記

本
誌
を
通
し
て
、
お
の
ず
か
ら
内
外
に
お
け
る

佛
教
学
研
究
の
動
き
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。本
誌
の
題
名
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
に
は
、

こ
の
よ
う
な
編
集
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
で
、
し
か
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
響
き

を
伝
え
る
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
、
こ
れ
は
、

本
誌
の
創
刊
に
あ
た
り
、
広
く
佛
教
学
会
々
員

よ
り
応
募
し
た
題
名
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
願
望
を
荷
負
い
、
こ
こ
に
誕
生

し
た
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
読
者
諸
氏
の

絶
大
な
る
御
支
援
に
よ
っ
て
、
現
代
の
佛
教
学

研
究
の
一
翼
と
し
て
大
き
く
羽
撃
き
得
る
こ
と

を
念
じ
て
い
る
。
そ
の
為
に
も
、
本
誌
に
対
す

る
忌
陣
な
き
御
意
見
、
愛
情
あ
る
御
批
判
を
期

待
し
、
心
か
ら
な
る
御
支
持
御
協
力
を
希
望
す

る
次
第
で
あ
る
。

本
誌
は
年
二
回
（
五
月
と
十
月
）
刊
行
の
予

定
で
あ
る
。
購
読
御
希
望
の
方
は
大
谷
大
学
佛

教
学
研
究
室
ま
た
は
文
栄
堂
書
店
へ
御
申
込
み

下
さ
い
。
（
長
崎
）
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第
一
条
（
名
称
）
本
会
は
大
谷
大
学
佛
教
学
会
と
称
し
、
事
務
所
を
大
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室
内
に
侭
く
。

第
二
条
（
目
的
）
本
会
は
佛
教
学
の
研
究
と
発
表
を
以
っ
て
そ
の
目
的
と
す
る
。

館
三
条
（
事
業
）
本
会
は
左
記
の
事
業
を
行
う
。

一
、
大
会
二
、
例
会
三
、
公
開
講
演
会

四
、
機
関
誌
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
の
発
行
五
、
研
究
旅
行
六
、
そ
の
他
必
要
な
る
事
業

第
四
条
（
会
員
）
本
会
は
左
記
の
会
員
を
以
っ
て
組
織
す
る
。

一
、
正
会
員
大
谷
大
学
佛
教
学
専
攻
の
大
学
院
並
に
文
学
部
学
生

二
、
特
別
会
員
大
谷
大
学
佛
教
学
所
属
の
教
授
・
助
教
授
・
講
師
・
助
手
・
堀
託
並
に
希
望
す
る
者

三
、
賛
助
会
員
佛
教
学
講
座
卒
業
生
並
に
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

第
五
条
（
役
員
）
本
会
に
左
記
の
役
員
を
置
く
。

一
、
会
長
佛
教
学
講
座
主
任
教
授
を
以
っ
て
こ
れ
に
任
ず
。

二
、
委
員
会
長
に
委
嘱
さ
れ
た
る
者
、
並
に
大
学
院
及
び
文
学
部
学
生
中
よ
り
互
選
さ
れ
た
る
者
、
任
期
は
一
年
と
す
る
。

三
、
評
議
員
特
別
会
員
及
び
委
員
中
よ
り
選
出
さ
れ
た
る
者
。

第
六
条
（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
会
費
（
特
別
会
員
年
額
、
教
授
千
五
百
円
、
助
教
授
・
講
師
千
二
百
円
、
助
手
・
堀
託
・
そ
の
他
八
百
円
、

正
会
員
五
百
円
、
賛
助
会
員
四
百
五
十
円
）
及
び
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

第
七
条
（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
了
す
。

第
八
条
（
規
約
の
変
更
）
本
会
則
の
変
更
は
評
議
員
の
決
議
を
経
て
、
総
会
の
二
分
ノ
ー
以
上
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

大
谷
大
学
佛
教
学
会
会
則
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